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６校内研究に関する研究 

子供の資質・能力の育成を目指した校内研究の在り方 

－学力向上アクションプランとの関連を図って－ 

≪研究の概要≫ 

本研究は、子供の資質・能力の育成を目指した校内研究の在り方について、学力向上アクションプランとの関連

を図り、日々の教育活動の質的向上を目指す方策を探ったものである。本市教職員の実態を調べると、各学校で育

成を目指す資質・能力が示された学校教育目標やその具体像の共通認識が不十分であり、「日々の教育活動」「校内

研究」「学力向上アクションプラン」が一体となっていない現状が明らかになった。そこで、資質・能力を整理・具

体化した学力向上アクションプランの例示の作成と校内研究運営試案モデルの構築を行った。 

１ 問題の所在 

 「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方

に関する有識者検討会」（文部科学省2024）は、これか

らの社会像や現状の課題を踏まえた資質・能力ついて、  

「『知識及び技能』『思考力、判断力、表現力等』『学び

に向かう力、人間性等』の三つの柱で資質・能力を整理

したことは、これからの社会像や現状の課題を踏まえ

ても基本的には妥当。しかし、これらの資質・能力につ

いては、理解のブレが見られ資質・能力の育成の障害と

もなっているため更なる整理・具体化が必要」と述べて

いる。 

 本市においても、[資料１]の結果にあるように、各学

校で育成を目指す資質・能力が示された学校教育目標

やその具体像を、学年や教科等ごとに整理、具体化して

教育活動を始められていない状況であると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、教育課程に基づいた校内研究が推進され

ていたり各学校で学力向上アクションプランを作成し

たりしているが、[資料１]の結果を踏まえると、日々の

教育活動との連携・往還が図れておらず、子供の資質・

能力の育成に十分な効果が得られていないと考えた。 

２ 研究の目的と方法 

(1)研究の目的 

子供の資質・能力を、全教職員が共通認識のもとで育

成するために、「日々の教育活動」「校内研究」「学力向

上アクションプラン」を一体として捉える意識と、指導

力の向上や指導観の転換を図る校内研究の在り方を追

究する。 

(2)研究の方法 

①育成すべき資質・能力についての校内の取組につい

て、実態調査と課題の洗い出しを行う。 

②育成を目指す子供の資質・能力の育成に向けた、日々

の教育活動と学力向上アクションプランを有機的に

結び付ける校内研究運営試案モデルを作成する。 

③次年度、試案モデルの検証とポイントを整理し、市内

学校へ子供の資質・能力を育てる校内研究の在り方に

ついて重要となるポイントを発信する。 

３ 研究内容 

(1)実態調査（小:ｎ＝107・中:ｎ＝56） 

 令和６年７月に市内学校を対象に、校内研究及び学

力向上アクションプランに関する調査を行った。 

①校内研究の代表授業の成果と日々の教育実践との関連 

 

 

 

 

 

 ほとんどの学校で毎年行われている校内研究での代

［資料１］令和６年度 経年研修受講対象者 意識調査結果 

 
［表１］研究主任による校内職員の見立て 
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表者による授業研究及び協議会において、「多くの職員

が多くのことを活かしている印象である」と回答した

学校が半数に届いていない現状である（[表１]）。  

②校内研究の時間に多く語られ、見取る内容 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 どちらも、手立てや支援の方法についての内容が一

番多く挙げられ、次いで、授業の流れや流し方となった。

つまり、本時や単元の目標をどの程度達成できたのか、

子供がどのように変容や成長をしたのかなど「子供を

見ている」より、どのような手立てや支援をしているの

か、どう授業を流しているのかなど、参観者の多くは、

「教師を追っている」と言える（[表２～４]）。 

③「教師を追う」ことによる弊害の可能性 

参観者が「子供を見る」ことができれば、「資質・能

力の育成につながったのは、〇〇の手立てが有効だっ

た。」「◇◇のような工夫やより丁寧な説明を加えると

下の学年でも活用・実践できそうだ」等、参加者の学び

となり、ひいては子供の育成につながるはずである。 

しかし、「教師を追う」ことで、「本時の授業はよかっ

た（うまくいっていなかった）」「ワークシートや発問の

工夫がよかった（もっと◇◇したらよかった）」と、授

業の表面的な部分しか捉えきれず、ひいては「学級（学

年）の実態が違うから私の学級（学年）ではできない」

「この教科だからやりやすい」「準備の負担が大きすぎ

て、日々の授業では生かせない」と、代表授業の成果や

課題が日々の教育活動に還流されていない現状が多く

あると考える。 

④学力向上アクションプランの作成・活用の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上アクションプランに記載されている学力向

上宣言と研究主題の関連については、小学校、中学校と

もに、半数弱の学校で関連が図られておらず、校内研究

とは別のものという認識で活用されている（[表５]）。 

作成方法についても半数弱の学校が、管理職の指導

のもと、教務主任が中心となって作成した後、教職員に

周知し活用を促している現状である（[表６]）。 

活用方法についても中学校で半数弱、小学校では２

割強の学校しか校内研究に反映させて活用していない

現状である（[表７]）。 

 具体的方策のキーワードを抽出して分析してみると、 

「ドリル学習」「反復練習」「家庭学習の充実」「夏季休

業中の補習」といった基礎・基本の定着（知識・技能の

習得）を学力向上と捉えて、方策を立てている学校が多

いことがわかった。 

(2)子供の資質・能力の育成を明確にする学力向上 

アクションプランの例示①・②(記入例)の作成 

※複数回答可、少数回答は省略 

［表２］指導案検討で一番多く語られている内容 

［表３］授業研究で一番多く見取られている内容 

［表４］協議会で一番多く語られている内容 

［表５］学力向上宣言と研究主題の関連 

［表６］学力向上アクションプランの作成方法 

［表７］学力向上アクションプランの活用方法 
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 令和６年１月に[資料２]のように様式の変更がされ

た。しかし、上記にあるような方策に留まり、各学校で

育成を目指す資質・能力が示された学校教育目標やそ

の具体像を、学年や教科等ごとに整理、具体化して教育

活動を行えているとは言えない状況にあると考える。 

 

 

 

 

  

そこで、学校教育目標を基に資質・能力の具体化した

姿を意識し校内研究主題と関連しながら作成を進めて

いくモデルとして「例示①・②（記入例）」を作成した。 

①「項目⑴本校の学力状況の傾向と分析」 

多くの学校が、全国学力・学習状況調査及び千葉市学

力状況検査の数値結果を重点に、傾向や分析したもの

を記載している。子供の学力を捉えるには、客観的デー

タだけでなく、日々の教育活動を通して感じる教師の

主観的データも重要となるため、[表８]のような項目

をマトリクスで分析するようなモデルを示した。 

 

 

 

 

 

 

②「項目⑵本校児童生徒の伸ばしたい点や改善したい点 

－学校教育目標、校内研究主題を意識して－」 

 項目が－学校教育目標、校内研究主題を意識して－

とあるのであれば、各学校で育成を目指す資質・能力が

示された学校教育目標やその具体像を、学年や教科等

ごとに整理、具体化した姿を示すべきと考えた。 

例示①では、多くの学校の教育目標の柱となってい

る「知・徳・体」を項目として、学年(団)とのマトリク

スで、＜概ね満足できる姿＞として具体化を図った。 

例示②では、「主体的な学びの姿」「協働的な学びの姿」

「深い学びを実現している姿」の視点で、NITS（独立行

政法人教職員支援機構）が作成したピクトグラム[資料

３]を活用し、目標とする学びの姿の具体化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「項目⑶学力向上に向けた具体的方策」 

 この項目が日々の教育活動に直結するため、例示①

では⑴と⑵を掛け合わせて焦点化することを意識し、

例示②ではそれぞれの学びの姿を具体化し、学年(団)

との系統性を意識した方策を考え、例示を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

・【⑵本校児童生徒の伸ばしたい点や改善点】において、『学校教育 

目標や学校研究主題を意識』と追記し、様式に記入枠を設定 

・【⑶学力向上に向けた具体的方策】において、『新年度の組織で内容・

方策の確認と共有が重要』『新年度に変更の場合は報告』と追記 

  ［資料２］様式の変更点 令和６年１月29日教育指導課より発出 

 

［表８］マトリクスを用いた⑴本校の学力状況の傾向と分析 
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＜概ね満足できる姿＞ ＜概ね満足できる姿＞ ＜概ね満足できる姿＞

＜概ね満足できる姿＞ ＜概ね満足できる姿＞ ＜概ね満足できる姿＞

小：低学年　中：１年生 小：中学年　中：２年生 小：高学年　中：３年生
＜概ね満足できる姿＞ ＜概ね満足できる姿＞ ＜概ね満足できる姿＞

［表９］項目⑵の例示① 

 

主体的な学びの姿 協働的な学びの姿 深い学びを実現している姿

［表10］項目⑵の例示② 

 

NITS　独立行政法人教職員支援機構

主体的な学び 対話的な学び 深い学び

 ［資料３］ピクトグラム一覧 

 

 ［資料４］例示①：焦点化した具体的方策【小学１年生】 
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(3)校内研究運営試案モデル 

 研究協力校での実践及び検証と研究推進校や文献の

研究を通して、目指す資質・能力の育成の推進が図られ

ている要因を整理・分析し、以下の七つの要素（[資料

６]）を意識し、実行することが大切であると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①３観点を基にした丁寧な子供の実態・課題把握 

学力検査や単元・定期テストの数値だけでなく、「ど

のように学びに向かっているのか」「どのように学びの

成果等を感じ、生かしているのか」といった主体的に学

習に取り組む態度についても、全国学力・学習状況調査

の質問調査等と日々の教育活動からの観察を重ね合わ

せて成果と課題を明らかにし、それらの課題を一体的

に捉え、子供主体の学習を実現できるよう研究・検証が

行われている学校に大きな成果が見られた。 

②育成を目指す資質・能力の整理、具体化と共有 

[資料７]は、協力校が実施・作成した一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習展開の工夫と成長や変容の省察に生かすことで

資質・能力の育成や授業の改善を図ることができた。 

また、他の協力校での小学３年生算数科の検証授業

では、深い学びの姿として「知識・技能を活用する」姿

を目指した。既習事項を活用して問題解決する場面を

充実させたことで、具体的な知識だけでなく、「知識・

技能を活用する」よさや効果を強く感じる児童が増え

るなど、概念的な知識も獲得することができた。 

中学の協力校では、教科ごとに、日々の授業の成果や

課題を洗い出し、概ね達成できている姿を共通認識す

ることで、個に応じた学習展開の意識の向上と生徒の

主体性を育む問いに目を向けた実践などにつながった。 

③該当教科等の目標と見方・考え方の理解 

 学習指導要領の各教科等の目標の記述には、各教科

等の特質に応じた見方・考え方を働かせ、その教科の本

質的学習に必要な資質・能力の育成を図ることが述べ

られている。この「見方・考え方」は、文部科学省の論

点整理（2014）において三つの視点の一つ（図１イ）と

して示されたもので、育成を図る資質・能力の三つの柱

に関連している「汎用的なスキル」や「教科等に固有の

知識や個別スキル」をつなぐものである（[図１]）。 

 

 

 

 

 

 ［資料５］例示②：系統性を意識した具体的方策 

 

 ［資料７］学年に応じた「めざす子どもの姿」 

 

□３観点を基にした丁寧な子供の実態・課題把握 

□育成を目指す資質・能力の整理、具体化と共有 

□該当教科等の目標と見方・考え方の理解 

□児童の学びと教師の学びは相似形であるという意識 

□研究を自分事と捉えるための役割分担と強みの発揮 

□代表授業者との共同実践者・共同探究者のスタンス 

□授業批評でなく、成長や変容の共有と自他への還元 

［資料６］校内研究運営試案モデルの軸となる七つの要素 

 

 ［図１］三つの視点と三つの柱の関係 

 

三つの視点               資質・能力の三つの柱 
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④児童の学びと教師の学びは相似形であるという意識 

中央教育審議会答申（2021）では、「一人一人の子供

を主語」にし、「全ての子供たちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学び」の充実を通じて、「主

体的・対話的で深い学び」を実現するという学校教育の

目指すべき姿を示しており、子供たちの学び（学習観・

授業観）の転換を目指している。個別最適な学び、協働

的な学びの充実を通じて「主体的・対話的で深い学び」

を実現することは、子供たちの学びのみならず、教師の

学びにも求められる命題である。つまり、教師の学びの

姿も子供たちの学びの相似形である意識が大切である。 

⑤研究を自分事と捉えるための役割分担と強みの発揮 

[資料８]に示したような役割分担を行うことで効果

が得られた。また、校内職員の強みを発揮できるような

場を設けることで、指導力の向上につながった。人間関

係づくりやメンタルヘルスの面からも効果が得られた。 

 

 

 

 

⑥代表授業者との共同実践者・共同探究者のスタンス 

ア 指導案の事前の読み込みと全体共有 

指導案検討や授業研究の期日前に指導案を読み込み、

課題となる点を共有し、その解消や解決となる糸口の

検討や協議を行ったことで、代表授業に生かしたり、授

業後の活発な協議につながったりした。 

イ 予備実験を組み合わせた全員参加の模擬授業 

 理科を研究教科としている協力校では、本時で目指

す児童像を共有し、向上が期待できる場面とその変容

の見取りの共通認識を図った。予備実験も兼ねたこと

で、より具体的に技能を図る場面や思考が活性化され

る場面を捉えることができ、発問や支援などの手立て

の修正や概ね満足できる姿の設定・把握につながった。 

⑦授業批評でなく、成長や変容の共有と自他への還元 

 子供の資質・能力を意識した授業実践につながるよ

うに、「参観時に着目したこと」や「検証授業の内容を

自学級でどの程度活かせるか」などの項目で振り返り

を行った（[資料９]）。日々の授業実践につなげる校内

研究の在り方を再認識することで、指導力向上や資質・

能力の育成について考える契機となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究結果と考察 ※研究協力校６校（ｎ＝50） 

(1) 育成を目指す資質・能力(各教科等で目指す姿) 

 日々の教育活動で意識・工夫されている肯定的割合

が90％の一方で、「資質・能力の表出された児童が多く

見られた」の質問に対して「あまり思わない」と回答し

た割合が30％近く見られた（[図２]）。 

 

 

 

 

 

 

(2) 校内研究及び学力向上アクションプランと学校 

教育目標の実現についての研究協力校の意識調査 

 両方とも肯定的な回答が６割以上ではあるが、⑴の

「資質・能力の表出された児童が多く見られた」との相

関から考えると、見取りが不十分である、もしくは、全

児童生徒まで還元できていないと考えられる（[図３]）。 

 

 

 

 

 

 

[図２]育成を目指す「資質・能力」と日々の教育活動 

 

 

 

☆ 一人一役 

☆ メンターや異学年グループ体制 

☆ 資質・能力の向上に直接つながる研究部への所属 

☆ フレッシュ研修の充実とプチ研修の設定 

 ［資料８］研究を自分事と捉えるための体制 

 

[資料９]今後の授業実践につなげる授業研究後の振り返り 

 

 

 

[図３]学校教育目標の実現に関わり、役立てられた意識 
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(4)考察 

 校内研究において、[図１イ]（p.37）の教科等ならで

は見方・考え方を意識し、[図１ウ]（p.37）の教科等の

固有の知識や個別スキルに関わるものの育成を図る研

究が本市ではベーシックであり、在り方として根付い

ていると言える。 

 一方で、[図１ア] （p.37）の教科等を横断する汎用

的なスキル等に関わるものについても、予測困難な社

会を生き抜くために必要な資質・能力として求められ

ているものであり、カリキュラム・マネジメントの意識

の広がりとともに重要視されているものである。そし

て、この資質・能力こそが学校教育目標として定める柱

であり、整理、具体化をして目指す子どもの姿となる。 

 しかし、[図２・３]の結果に表れているように、校内

研究の教科・領域や中学校の専門教科及び領域で育成

を図った資質・能力から「他教科等でも活用できる資

質・能力は何か」「これからの社会で生きて働く資質・

能力は何か」といった視点で捉えられておらず、子供の

変容や成長の見取り、教科等指導と教育活動の改善に

つながっていないと考えられる。 

５ 研究のまとめ 

(1)成果 

 市内学校への意識調査の結果分析や研究協力校での

実態把握を通して、校内研究の取組や学力向上アクシ

ョンプランの活用についての課題が明らかになり、資

質・能力の育成を目指すために、日々の教育活動と学力

向上アクションプランを有機的に結び付けることので

きるような校内研究の在り方を提示することができた。 

 活用が課題となっていた学力向上アクションプラン

について、資質・能力を意識した例示を作成し、発出元

である教育指導課に提案することができた。 

 また、次年度の校内研究の計画や運営等に向けて校

内研究運営試案モデルを提示したことで、今後は研究

協力校を中心に試案モデルに対する実効性を検証でき、

目指す資質・能力の育成に向けた具体的かつ効果的な

ポイントを整理することができると考える。 

(2)課題 

 全教職員が[図１]（p.37）三つの視点と三つの柱の関

係を正しく理解・共有し、ООＤＡループに基づいた教

育活動を共通認識のもとで実践できるようになること

が大きな課題である。これからの社会で生きて働く資

質・能力を学校教育目標及びその具体像として掲げ、

「日々の教育活動」「校内研究」「学力向上アクション

プラン」を一体として捉える意識と、指導力の向上や指

導観の転換をより一層図る必要がある。 

資質・能力のよりよい育成を意識した授業によって

子供が変わり、さらなる成長を目指して授業改善を行

っていくような好循環を実感し、主体的・協働的に校内

研究に取り組みたくなる在り方を追究し、汎用性の高

い事例とそのポイントを発信していきたい。 
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